
湯
ざ
わ
り
な
め
ら
か〝
美
人
の
湯
〟

岐阜県・下呂温泉　水明館

サ
ウ
ナ
付
き
客
室
が
人
気

香 川 県 ・
こんぴら温泉郷　琴平グランドホテル桜の抄

趣
異
な
る
湯
浴
み
を
堪
能

愛媛県・
道後温泉　道後プリンスホテル奥

伊
豆
の
天
然
の
恵
み
の
お
も
て
な
し

静岡県・観音温泉　飲泉、自家源泉かけ流しの秘湯　観音温泉

露
天
風
呂
、サ
ウ
ナ
か
ら
絶
景

長野県・白樺温泉　白樺リゾート池の平ホテル

二
つ
の
源
泉
を
持
つ
野
天
風
呂

愛 媛 県・
見奈良温泉　くつろぎの宿　樹楽

湖
面
に
映
る
逆
さ
富
士
を
一
望

山梨県・富士河口湖温泉郷　　秀峰閣　湖月

開
放
感
と
南
国
情
緒
に
浸
る

大 分 県 ・
別府鉄輪温泉　おにやまホテル

　
日
本
三
名
泉
の
一
つ
、
下
呂
温
泉
の
水

明
館
（
瀧
康
洋
社
長
）
に
は
、
臨
川
閣
、

山
水
閣
、
飛
泉
閣
の
各
棟
に
大
浴
場
が
あ

る
。
宿
泊
者
は
全
て
の
大
浴
場
が
利
用
で

き
る
。
な
め
ら
か
な
湯
ざ
わ
り
の
〝
美
人

の
湯
〟
が
好
評
だ
。

　
臨
川
閣
３
階
の
「
下
留
（
し
も
ど
め
）

の
湯
」
は
、
窓
の
外
に
日
本
庭
園
が
広
が

り
、
浴
場
一
帯
に
木
の
香
り
が
漂
う
、
心

身
と
も
に
癒
や
さ
れ
る
空
間
。高
温
浴
槽
、

低
温
浴
槽
、
ひ
の
き
風
呂
、
サ
ウ
ナ
と
、

多
彩
に
楽
し
め
る
豪
華
な
設
計
だ
。天
井
、

壁
、
柱
に
も
ひ
の
き
を
配
す
な
ど
、
徹
底

し
て
ひ
の
き
に
こ
だ
わ
る
。宿
泊
客
専
用
。

　
山
水
閣
１
階
は
、
樹
木
の
緑
と
巨
岩
に

囲
ま
れ
た
野
趣
あ
ふ
れ
る
野
天
風
呂
が
あ

る
。
男
性
用
「
龍
神
の
湯
」
と
、
女
性
用

「
観
音
の
湯
」
。
山
間
を
吹
き
渡
る
風
が

心
地
良
く
、
飛
騨
の
星
空
を
眺
め
な
が
ら

温
泉
に
つ
か
る
至
福
の
ひ
と
と
き
を
楽
し

め
る
。男
女
と
も
、内
湯「
ぼ
た
ん
風
呂
」

も
備
え
る
。

　
飛
泉
閣
９
階
の
「
展
望
大
浴
場
」
は
、

明
る
く
広
々
と
し
た
大
浴
場
。
一
面
ガ
ラ

ス
張
り
の
窓
か
ら
温
泉
街
の
景
色
や
飛
騨

の
山
々
を
一
望
す
る
。

時
間
い
つ
で
も

利
用
で
き
る
の
が
う
れ
し
い
（
清
掃
時
間

を
除
く
）
。

　
臨
川
閣
４
階
に
は
二
つ
の
貸
し
切
り
風

呂
と
岩
盤
浴
が
あ
る
。

　
貸
し
切
り
風
呂
「
七
里
の
湯
」
は
木
の

香
漂
う
純
和
風
の
ひ
の
き
風
呂
。
脱
衣
所

の
ス
ペ
ー
ス
が
広
く
、
段
差
が
少
な
い
の

が
特
徴
だ
。
も
う
一
つ
の
「
織
部
の
湯
」

は
レ
ト
ロ
調
の
陶
器
の
風
呂
。

　
岩
盤
浴
は
温
め
ら
れ
た
天
然
鉱
石
に
よ

る
遠
赤
外
線
効
果
、
マ
イ
ナ
ス

イ
オ
ン
効
果
で
利
用
者
の
リ
ラ

ッ
ク
ス
、健
康
増
進
、癒
や
し
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
。
鉱
石
は
麦
飯

石
、
溶
岩
石
、
波
動
石
、
世
界

で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
貴
重
な

ラ
ジ
ウ
ム
鉱
石
「
バ
ド
ガ
シ
ュ

タ
イ
ン
鉱
石
」な
ど
さ
ま
ざ
ま
。

　
全
大
浴
場
の
混
雑
状
況
を
客

室
内
の
テ
レ
ビ
や
館
内
各
所
の

モ
ニ
タ
ー
で
確
認
で
き
る
。
湯

巡
り
を
す
る
利
用
者
か
ら
好
評

だ
。

　
▽
岐
阜
県
下
呂
市
幸
田
１
２

６
８
。
☎
０
５
７
６
（
２
５
）

２
８
０
０
。https://www.suim

eikan.co.jp/

下
留
の
湯

野
天
風
呂
　
龍
神
の
湯
（
男
性
用
）

初
音
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
　
サ
ウ
ナ
＆
ス
パ

ル
ー
ム

　
琴
平
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
桜
の
抄
（
近
兼

弘
幸
社
長
）
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
サ
ウ
ナ
を

備
え
た
客
室
が
人
気
だ
。
客
室
で
寛
ぎ
な

が
ら
、
ロ
ウ
リ
ュ
サ
ウ
ナ
、
水
風
呂
、
温

泉
の
風
呂
を
自
由
に
い
つ
で
も
堪
能
で

き
、
し
っ
か
り
「
と
と
の
う
」
こ
と
が
で

き
る
。

　
２
０
２
４
年
３
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
和

モ
ダ
ン
調
の
和
洋
室
「
初
音
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
　
サ
ウ
ナ
＆
ス
パ
ル
ー
ム
」
（
４
室
）

は
ロ
ウ
リ
ュ
サ
ウ
ナ
を
完
備
。
水
風
呂
に

加
え
、
こ
ん
ぴ
ら
温
泉
の
湯
を
引
い
た
風

呂
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
５
～
７
人
の
小
グ
ル
ー
プ
や
３
世
代
で

の
宿
泊
に
は
、
「
初
音
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
　

サ
ウ
ナ
＆
ス
パ
ル
ー
ム
」
の
客
室
に
コ
ネ

ク
ト
ル
ー
ム
を
追
加
し
た
「
初
音
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
　
コ
ネ
ク
ト
―
サ
ウ
ナ
＆
ス
パ
ル

ー
ム
」
と
し
て
の
利
用
も
可
能
に
な
っ
て

い
る
。

　
こ
の
他
に
「
ゆ
す
ら
ん
」
タ
イ
プ
の
客

室
に
も
、ロ
ウ
リ
ュ
ウ
サ
ウ
ナ
、水
風
呂
、

温
泉
風
呂
を
備
え
た
客
室
（
１
室
）
が
あ

る
。

　
▽
香
川
県
仲
多
度
郡
琴
平
町
９
７
７
の

１
。
☎
０
８
７
７
（
７
５
）
３
２
１
８
。

https://www.sakuranosho.jp/

庭
園
露
天
風
呂
　
右
の
湯

　
道
後
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
（
佐
渡
祐
収
社

長
）
は
、
大
浴
場
と
庭
園
露
天
風
呂
が
二

階
層
に
跨
る
湯
処
が
自
慢
。
大
浴
場
に
は

メ
イ
ン
浴
槽
の
ほ
か
、
バ
イ
ブ
ラ
バ
ス
、

シ
ル
ク
バ
ス
、
ロ
ウ
リ
ュ
サ
ウ
ナ
、
ス
チ

ー
ム
サ
ウ
ナ
な
ど
を
備
え
、
庭
園
露
天
風

呂
で
は
釜
、
瓶
、
小
判
、
檜ひ

の
き

、
石
切
、

岩
、
八
角
檜
、
寝
風
呂
の
８
種
の
趣
の
異

な
る
湯
浴
み
が
堪
能
で
き
る
。

　
ぜ
い
た
く
な
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
タ
イ
ム
が

過
ご
せ
る
貸
し
切
り
露
天
風
呂（
檜
、桶
、

陶
器
、
石
）
は
、
温
泉
宿
・
ホ
テ
ル
総
選

挙
で
四
国
エ
リ
ア
１
位
を
獲
得
。
み
か
ん

ボ
ー
ル
の
湯
、
ま
ん
が
の
湯
、
さ
ま
ざ
ま

な
館
内
イ
ベ
ン
ト
、
レ
ト
ロ
な
ボ
ン
ネ
ッ

ト
バ
ス
の
送
迎
な
ど
、
お
子
さ
ま
に
も
人

気
の
演
出
も
多
彩
で
、
ま
る
で
テ
ー
マ
パ

ー
ク
気
分
で
道
後
の
滞
在
を
楽
し
め
る
。

　
同
ホ
テ
ル
は
創
業

周
年
を
迎
え
会
席

料
理
も
一
新
。
魅
力
満
載
の
記
念
プ
ラ
ン

や
全
国
モ
デ
ル
と
な
る
斬
新
な
取
り
組
み

に
も
注
目
が
集
ま
る
。
　

　
▽
愛
媛
県
松
山
市
道
後
姫
塚
１
０
０
。

☎
０
８
９（
９
４
７
）５
１
１
１
。https

://www.dogoprince.co.jp

「
産
土
亭
」
コ
ネ
ク
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
の
足
湯

と
露
天
風
呂

ア
ル
カ
リ
源
泉
で
漬
け
込
み
昔
な
が
ら
の

天
日
干
し
で
仕
上
げ
る
「
源
泉
梅
干
し
」

　
伊
豆
奥
下
田
「
飲
泉
・
自
家
源
泉
か
け

流
し
の
宿
」観
音
温
泉（
鈴
木
和
江
会
長
）

は
、
伊
豆
奥
下
田
の
豊
か
な
山
間
に
た
た

ず
む
極
上
源
泉
の
一
軒
宿
。
昭
和

年
、

先
代
社
長
が
温
泉
掘
削
を
始
め
、
出
湯
と

と
も
に
「
観
音
像
」
を
出
土
、
観
音
温
泉

が
産
声
を
あ
げ
た
。

　
ｐ
Ｈ
９
・
５
の
豊
か
な
ア
ル
カ
リ
泉
、

硬
度
１
に
も
満
た
な
い
超
軟
水
、
美
容
成

分
シ
リ
カ
を
豊
富
に
含
む
極
上
泉
が
毎
分

５
０
０
㍑
も
の
勢
い
で
湧
出
し
、
浴
す
る

と
肌
が
生
ま
れ
た
て
の
赤
ち
ゃ
ん
の
よ
う

に
ス
ベ
ス
ベ
に
な
る
こ
と
か
ら
〝
美
肌
〟

を
超
え
〝
う
ぶ
肌
の
湯
〟
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
飲
ん
で
お
い
し
く
飲
泉
に

最
適
で
、
酸
性
に
偏
り
が
ち
な
体
内
バ
ラ

ン
ス
を
整
え
る
効
果
も
。
敷
地
内
で

充
填

じ
ゅ
う
て
ん

さ
れ
る「
飲
む
温
泉
・
観
音
温
泉
」

は
過
去
モ
ン
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
最
高
金

賞
と
国
際
優
秀
品
質
賞
を
同
時
受
賞
、
都

内
の
三
つ
星
レ
ス
ト
ラ
ン
に
も
認
め
ら
れ

た
筋
金
入
り
の
源
泉
水
だ
。食
事
処
で
は
、

煮
る
、
炊
く
、
蒸
す
、
な
ど
全
て
の
調
理

に
使
わ
れ
て
い
る
。

　
大
浴
場
は
、「
ガ
ラ
テ
ィ
ア
観
音
乃
湯
」

と
日
帰
り
温
泉
「
観
音
プ
リ
ン
シ
プ
ル
」

の
二
つ
。
敷
地
内
の
檜ひ

の
き

を
存
分
に
使
用

し
豊
か
な
香
り
漂
う
「
大
総
檜
風
呂
」
、

降
り
そ
そ
ぐ
星
空
を
眺
め
な
が
ら
湯
浴
み

を
堪
能
で
き
る「
星
空
の
満
天
露
天
風
呂
」

が
ガ
ラ
テ
ィ
ア
の
代
表
的
な
湯
船
だ
。
日

帰
り
温
泉
は
、
も
っ
と
気
軽
に
観
音
温
泉

を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う
願
い
か

ら
誕
生
し
た
。

　
宿
泊
棟
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
露
天
風

呂
付
き
の
奥
座
敷
「
ピ
グ
マ
リ
オ
ン
」
、

満
天
檜
風
呂
付
き
の
「
本
館
」
、
豊
か
な

森
林
ゾ
ー
ン
の
庭
園
檜
風
が
自
慢
の
「
正

運
館
」
、
観
音
温
泉
発
祥
の
館
で
四
つ
の

コ
ネ
ク
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
が
誕

生
し
た
「
産
土
（
う
ぶ
す
な
）

亭
」
の
４
館
。
産
土
亭
は
３
世

代
の
家
族
が
同
時
滞
在
可
能
で

足
湯
を
設
け
た
湯
船
も
設
置
さ

れ
、
湯
を
囲
み
家
族
で
語
ら
う

こ
と
も
で
き
る
。
客
室
ま
で
全

て
の
湯
船
が〝
源
泉
か
け
流
し
〟

で
あ
る
こ
と
、
多
く
の
手
す
り

の
設
置
や
段
差
の
撲
滅
な
ど
バ

リ
ア
フ
リ
ー
に
十
分
配
慮
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
観
音
温
泉
の
特

長
の
ひ
と
つ
だ
。

　
▽
静
岡
県
下
田
市
横
川
１
０

９
２
の
１
。
☎
０
５
５
８
（
２

８
）１
２
３
４
。https://www.

kannon-onsen.com/

湖
畔
混
浴
　
空
（
そ
ら
）

展
望
サ
ウ
ナ
―
ｋ
ｕ
―

　
白
樺
リ
ゾ
ー
ト
池
の
平
ホ
テ
ル
（
矢
島

義
擴
社
長
、
２
４
５
室
）
の
温
泉
と
サ
ウ

ナ
は
、
白
樺
湖
や
車
山
の
四
季
折
々
の
絶

景
を
満
喫
で
き
る
。

　
池
の
平
ホ
テ
ル
で
は
、
１
９
５
５
年
の

創
業
時
か
ら
営
業
し
て
き
た
本
館
を
解

体
、
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
Ｌ
Ａ
Ｋ
Ｅ
　
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｏ

Ｒ
Ｔ
」
と
い
う
新
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、


階
建
て
の
新
本
館
を
全
面
改
築
、
２
０

２
３
年
春
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
メ
イ
ン
エ
リ
ア
の
露
天
風
呂
「
湖
畔
混

浴
　
空
（
そ
ら
）
」
は
イ
ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ

設
計
を
採
用
し
て
お
り
、
全
身
が
湖
に
溶

け
込
む
よ
う
な
開
放
感
が
あ
る
。
露
天
風

呂
に
は
外
気
浴
用
の
特
別
ス
ペ
ー
ス
が
設

置
さ
れ
、湖
か
ら
そ
よ
ぐ
風
が
心
地
よ
い
。

「
展
望
サ
ウ
ナ
―
ｋ
ｕ
―
」
の
室
内
は
山

並
み
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
曲
線
で
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
、
大
き
な
窓
か
ら
見
え
る
景
色
は
ま

る
で
絵
画
の
よ
う
だ
。
セ
ル
フ
ロ
ウ
リ
ュ

も
楽
し
め
、
日
替
わ
り
の
ア
ロ
マ
水
の
香

り
に
も
癒
や
さ
れ
る
。

　
「
湖
畔
混
浴
　
空
」
と
「
展
望
サ
ウ
ナ

―
ｋ
ｕ
―
」は
、い
ず
れ
も
持
参
の
水
着
、

ま
た
は
レ
ン
タ
ル
湯
あ
み
着
を
着
用
す
る

混
浴
エ
リ
ア
で
、
家
族
や
友
人
同
士
で
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
温
泉
は
、北
八
ヶ
岳
・
蓼
科
山
の
源
泉
、

樽
ヶ
沢
温
泉
の
湯
。
泉
質
は
カ
ル
シ
ウ
ム

・
ナ
ト
リ
ウ
ム
―
硫
酸
塩
泉
。
サ
ウ
ナ
の

水
風
呂
は
、
蓼
科
山
の
伏
流
水
を
掛
け
流

し
に
し
、
頭
上
か
ら
降
り
注
ぐ

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
他
に
も
、
男
女
入
れ
替
え
制

の
大
浴
場
と
し
て
、
木
曽
ひ
の

き
を
あ
し
ら
っ
た「
木
の
湯
」、

天
然
石
を
基
調
と
し
た
「
石
の

湯
」
が
あ
る
。
い
ず
れ
の
大
浴

場
も
、
露
天
風
呂
、
オ
ー
ト
ロ

ウ
リ
ュ
サ
ウ
ナ
を
備
え
て
い

る
。

　
「
湯
上
が
り
ラ
ウ
ン
ジ
」
で

は
、
蓼
科
山
の
伏
流
水
や
炭
酸

水
を
飲
み
放
題
で
提
供
し
て
い

る
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
ピ
ロ
ー
な
ど

湯
上
が
り
グ
ッ
ズ
も
充
実
し
て

お
り
、ソ
フ
ァ
や
畳
で
寛
げ
る
。

　
▽
長
野
県
茅
野
市
白
樺
湖
。

☎
０
２
６
６
（
６
８
）
２
１
０

０
。https://www.shirakabares

ort.jp/

野
天
風
呂

　
く
つ
ろ
ぎ
の
宿
樹
楽（
越
智
陽
一
社
長
）

は
、
２
０
２
１
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
源

泉
を
楽
し
め
る
露
天
風
呂
付
き
な
ど
多
様

な
客
室
を
そ
ろ
え
て
い
る
。

　
温
泉
は
、
２
億
年
前
の
地
層
か
ら
湧
き

出
る
「
温
ま
り
の
湯
」
、
７
万
５
千
年
前

の
地
層
か
ら
湧
き
出
る
「
美
肌
の
湯
」
の

異
な
る
二
つ
の
源
泉
を
持
つ
。
野
趣
豊
か

な
野
天
風
呂
に
は
、
歩
行
浴
、
寝
湯
、
洞

窟
風
呂
な
ど
多
様
な
風
呂
で
二
つ
の
源
泉

を
楽
し
め
る
。

　
太
古
の
木
の
化
石
を
壁
面
に
使
用
し

輻
射

ふ
く
し
ゃ

熱
で
高
い
体
感
温
度
を
感
じ
ら
れ
る

ロ
ウ
リ
ュ
ウ
サ
ウ
ナ
が
あ
り
、
女
性
湯
に

は
、
塩
サ
ウ
ナ
と
し
て
も
利
用
で
き
る
低

温
ス
チ
ー
ム
サ
ウ
ナ
も
あ
る
。
湯
休
み
ラ

ウ
ン
ジ
は
、
皿
ヶ
嶺
連
峰
を
見
渡
せ
る
デ

ッ
キ
も
あ
り
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
空
間
で

過
ご
せ
る
。

　
家
族
風
呂
も
あ
り
、レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、

地
元
の
海
の
幸
・
山
の
幸
を
使
っ
た
メ
ニ

ュ
ー
を
そ
ろ
え
て
い
る
。

　
▽
愛
媛
県
東
温
市
見
奈
良
１
１
１
０
。

☎
０
８
９（
９
５
５
）１
１
２
６
。https

://www.spa-riraku.com/

露
天
風
呂
「
黒
富
士
」

富
士
山
眺
望
足
湯
テ
ラ
ス
「
水
月
」

　
富
士
河
口
湖
北
岸
に
建
つ
「
秀
峰
閣
　

湖
月
」
（
小
佐
野
国
博
社
長
）
は
、
全
て

の
部
屋
と
露
天
風
呂
か
ら
、
左
右
対
称
に

広
が
る
富
士
の
稜
線
を
眺
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
晩
秋
か
ら
春
に
か
け
て
は
雪
化
粧

を
施
し
、
春
は
桜
、
秋
は
紅
葉
を
添
え
た

富
士
山
が
宿
泊
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
る
。

条
件
が
合
え
ば
、
逆
さ
富
士
が
湖
面
に
現

れ
る
。

　
殿
方
露
天
風
呂
「
黒
富
士
」
、
ご
婦
人

露
天
風
呂
「
赤
富
士
」
は
、
い
ず
れ
も
正

面
に
河
口
湖
、
そ
の
先
に
富
士
を
望
む
絶

景
の
浴
場
。

　
殿
方
大
浴
場
「
ふ
じ
桜
」
は
サ
ウ
ナ
風

呂
付
き
。
ご
婦
人
大
浴
場
「
お
と
め
桜
」

は
ス
チ
ー
ム
サ
ウ
ナ
付
き
で
、
脱
衣
場
に

は
パ
ウ
ダ
ー
ル
ー
ム
と
小
さ
い
子
ど
も
の

着
替
え
に
利
用
で
き
る
畳
を
設
け
、
女
性

客
の
利
用
に
配
慮
し
て
い
る
。
両
浴
場
と

も
ガ
ラ
ス
の
向
こ
う
に
は
さ
え
ぎ
る
物
が

一
切
な
い
、
雄
大
な
富
士
を
望
む
。
エ
ス

テ
サ
ロ
ン
も
完
備
し
、
極
上
の
リ
ラ
ク
ゼ

ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
。

　
２
階
に
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
で
富

士
を
眺
め
な
が
ら
温
泉
が
堪
能
で
き
る
足

湯
付
き
の
部
屋
と
、
足
湯
と
露
天
風
呂
両

方
が
付
い
た
部
屋
を
備
え
て
い
る
。

　
一
昨
年
３
月
１
日
に
は
３
階
の
温
泉
露

天
風
呂
付
き
客
室
４
室
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
。
ベ
ッ
ド
化
を
図
る
と
と
も
に
、
畳
の

上
で
は
な
く
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
の

上
で
ゆ
っ
く
り
と
部
屋
食
を
楽
し
め
る
よ

う
に
し
た
。
庭
園
テ
ラ
ス
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
た
「
富
士
山
眺
望
足
湯
テ
ラ
ス
　
水

月
」
で
は
、
河
口
湖
越
し
に
シ
ン
メ
ト
リ

ー
な
姿
の
富
士
山
が
、
湖
面
に
映
る
逆
さ

富
士
と
と
も
に
望
め
る
。
旬
の

新
鮮
な
食
材
を
生
か
し
た
料
理

長
こ
だ
わ
り
の
会
席
料
理
を
味

わ
い
な
が
ら
、
富
士
山
を
独
り

占
め
す
る
ぜ
い
た
く
な
ひ
と
と

き
を
過
ご
せ
る
。

　
館
内
の
浴
場
は
足
湯
も
全
て

天
然
温
泉
を
引
い
て
お
り
、
神

経
痛
、筋
肉
痛
、関
節
痛
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
疾
病
に
効
果
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
泉
質
は

カ
ル
シ
ウ
ム
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
、

硫
酸
塩
、
塩
化
物
温
泉
（
低
調

性
・
ア
ル
カ
リ
性
・
高
温
泉
）。

　
▽
山
梨
県
南
都
留
郡
富
士
河

口
湖
町
河
口
２
３
１
２
。
☎
０

５
５
５
（
７
６
）
８
８
８
８
。

http://www.kogetu.com/

鬼
山
の
湯
　
の
び
の
び
と
温
泉
を
満
喫

　
２
０
２
５
年
２
月
に
大
改
装
を
行
い
、

館
内
施
設
を
一
新
し
た
別
府
鉄
輪
温
泉
お
に
や
ま
ホ
テ
ル
（
上
月
敬
一
郎
社
長
）
。

別
府
最
大
級
の
広
さ
を
誇
る
自
慢
の
露
天

風
呂
も
、
装
い
を
新
た
に
癒
や
し
を
求
め

る
人
々
を
出
迎
え
る
。

　
露
天
風
呂
「
鬼
山
の
湯
」
は
、
そ
の
広

さ
は
も
ち
ろ
ん
、
ヤ
シ
の
木
な
ど
の
樹
木

が
生
い
茂
る
意
匠
も
大
き
な
魅
力
。
ジ
ャ

ン
グ
ル
を
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
る
空
間
で
、

開
放
感
と
南
国
情
緒
に
浸
り
な
が
ら
温
泉

を
堪
能
で
き
る
。

　
湯
は
「
地
獄
」
と
呼
ば
れ
る
源
泉
の
一

つ
、
「
鬼
山
地
獄
」
か
ら
引
き
入
れ
て
い

る
。
源
泉
掛
け
流
し
で
、
泉
質
は
メ
タ
ケ

イ
酸
を
多
く
含
む
ナ
ト
リ
ウ
ム
塩
化
物

泉
。
リ
ウ
マ
チ
性
疾
患
や
婦
人
病
の
改
善

が
期
待
で
き
る
と
い
う
。

　
浴
場
の
脱
衣
所
や
ロ
ッ
カ
ー
も
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
。
よ
り
快
適
に
温
泉
を
楽
し
め
る

よ
う
、
充
実
し
た
設
備
が
整
っ
て
い
る
。

　
▽
大
分
県
別
府
市
鉄
輪
３
３
５
の
１
。

☎
０
９
７
７（
６
６
）１
１
２
１
。https

://www.oniyama-hotel.co.jp/

（７） 第３２８１号第３種郵便物認可２０２５年（令和７年）８月３１日（日曜日）増刊


